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本学服飾美術科（家庭科学コースを除く｝昭和43( 177名） ・ 44 ( 126名） ・45年度（106
名）入学生 409名より ， 1年目前期被服構成実習（洋裁）成績をもとにして表 1のように
二群を選定し，対象とした。
表・1 群別の対象
上位群……………成績上位から 10 0名（約25 %) 


















































教科科目成績・ 全教科総合成積等を調査した。 （本報では，家庭一般・ 被服 I・被服Iを
総合したものを，被服関係科目とし，全教科科目よ り被服関係科目 を除いた教科を， 一般
教科科目と称する。）
なお，家庭一般は，高等学校学習指導要領において名称は統ー されているが，その他の














89 11 75 25 99 群｛立上
両群人となっている。
94 6 63 37 99 群位下
共 1人ず、つ履修してい
家庭一般家庭一般の設置されていない工業高校工芸科の出身者である。それは，ないが，
上位被服 I・被服 Iを履修している者について調べた。被服 Iでは，さらに，を履修し，
上位群11群25人・下位群37人で全体として約30%以上の者が履修していた。被服Iでは，
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3. 高校時被服関係科目（洋裁）の製作内容
製作内容を調べてみると 1枚～ 2枚縫っている者の製作内容は， スカ ート ・ブラウス
・ワンピース ・ジャケッ トの順にな っている（表 6）。表6においてスーツが入っている
が，これは被服 I・被服Iを履修している者の作品である。 9枚以上縫っている者で＼ 高
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ワン ピー ス 00000 21 13 。
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上位群合計
N =45 N =16 N=9 N=6 N=2 N=3 N=2 N=3 N=2 
45 44 30 12 20 6 。。。。。
下位群合計
N =45 N =22 N =10 N=3 N=4 N=l 
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￥出土±数 。1 2 3 4 5 6 7 8 言十以上
16 以上 1 1 2 
14 - 15 1 1 1 4 7 
12 - 13 1 1 
10 - 11 1 1 1 3 
8 9 1 5 2 8 
6 一 7 1 1 2 4 
4 一 5 7 29 12 3 52 
2 3 4 14 4 22 
。 1 1 1 
言十 12 45 16 9 6 2 3 2 5 10 

















孟出土空数 。1 2 3 4 5 6 7 8 言十J,J l: 
16 以上 1 1 1 3 
14 - 15 1 I 1 
12 - 13 
10 - 11 1 2 2 
8 9 2 
6 7 6 10 3 19 
4 5 8 36 11 3 1 59 
2 3 6 3 
。一 1 1 































































平均，：；では 3名が 2.8, 1名が 2.9
























3.5 4.0 4.5 
3. 9 4. 4 4. 9 
表 9 上位群 ・家庭一般成績2.5-2. 9段階者の要因
〉セ 全教科 製作枚数 製作内容王r-t勾.＇：＇~.
1 2. 9 2 フやラウス・ネグリジエ
2 2.8 2 フホラウス ・ノTジャマ
3 2. 8 1 ジャケ y ト
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3 I 4. s 
表1 被服 I.被服I選択者
~竺 被服 I 被服 I 言十
t二 f立 群 25 11 36 
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いた。 平均点は上位群 3.7・下位群 3.4と上位群が 0.3高くなっていた。
(4) 高校時の全教科科目総合成績
全教科科目総合成績は両群共成績 3- 3. 4が最 も多く，ここを境に成績の低い方に下位
群の人数が多く，高い方に上位群の人数が多くなっている（図 7）。平均点は，上位群 3.5
・下位群 3.3で＼上位群が 0.2高くな っていた。成績4.5-4. 9の上位群 1名，下位群 2名
について調べると表12の通りて＼両群共被服関係科目総合成績が 5であった。製作枚数に
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3. 5 4 4. 5 5 （成績段階）




ブ、 7 ウス・スカ ト
上位群 コート・ワンピ ス




(N = 2) 
5 。
表13 下位群の全教科総合成績2-2.4段階者の要因
＼止＼互＼要＼因＼ 被服関係 製作枚数 製作内容総合成績
1 2.3 2 ジャケ y ト・スカー卜
2 2.5 1 ジャケット
3 2.5 。

































五！？ 2 2. 5 2.4 2.9 
5 
4. 5 - 4. 9 
4 - 4.4 
3 . 5 ～ 3 . 9 
3 ～ 3 . 4 1 
2 . 5～ 2 . 9 1 2 
2 ～ 2 . 4 
言十 1 3 
表15 下
ぷ！？ 2 2.5 2.4 2.9 
5 
4 . 5～ 4 . 9
4 ～ 4 . 4 2 
3 . 5 ～ 3. 9 1 
3 一3 4 1 10 
2.5 - 2.9 2 2 
2 ～ 2. 4 1 4 




















3,5 4 4.5 5 
言十
3.9 4.4 4.9 
。
1 1 2 
2 3 2 3 10 
4 14 4 2 29 
18 15 1 46 
3 1 12 
。
27 34 7 6 99 
群 人・ （%）
3.5 4 4.5 5 
計
3. 9 4.4 4.9 
2 1 
1 1 2 
7 20 
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本学入学時の洋裁技能差を見るため，短大時 1年目前期の洋裁成績を もとにして，高校
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